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■一般観覧者の募集
三重とこわか国体の一般観覧
は、新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策として、事前応募
が必要です。競技の観覧を希望
する人は、次の事項をご確認の
上、応募期間内に応募してくだ
さい。
なお、感染拡大状況によって
は、無観客にするなどの制限を
行う場合がありますので、あら
かじめご了承ください。

■応募期間
（１） 新体操、トランポリン、体操

８月15日（日）まで
（２） ゴルフ、軟式野球、サッカー、

自転車、テニス、カヌー・
スプリント、空手道
８月26日（木）～９月７日（火）

■応募方法
三重とこわか国体・三重とこ
わか大会四日市市実行委員会ホ
ームページからお申し込みくだ
さい。

■会場へのアクセス
競技会場へは公共交通機関ま

たはシャトルバスを利用してご
来場ください。
【シャトルバス発着場所】
近鉄四日市駅、ＪＲ四日市駅、三
岐鉄道暁学園前駅
【パーク＆バスライド駐車場】
三浜文化会館、垂坂サッカー場、
イオン四日市尾平店南側駐車場

毎年夏になると戦争に関連す
る多くの情報が発信され、平和
について考える機会を得ること
ができます。しかし、戦後76年
が経過した現在の日本では、「昔
の人は戦争があって大変だった
ね」と他人事のように感じてし
まうことがないでしょうか。も
ちろん、戦争がないことは素晴
らしいことで、平和な暮らしが
できることに感謝しなければな
りませんが、平和に暮らすこと

ができる私たちにできることは
何でしょうか。
このような時代だからこそ

「四日市空襲と戦時下のくらし」
を開催する意義は大きいと思い
ます。四日市空襲を語り継ぐこ
とで、自分たちの住んでいると
ころにも戦争があったのだと自
分ごととして、特に若い人たち
が意識できるように発信してい
きます。今年、博物館では、長
崎に落とされた原爆「ファット
マン」の模擬爆弾「パンプキン」

の展示を充実させました。
原爆を模した大きな爆弾であ

る「パンプキン」は、この四日
市にも３発落とされていました。
戦後、新たに分かってきたこ

とも含め76年前の事実と向き
合い、「いま」のくらしを見つめ
直す機会にしていただければと
思います。

→

第59回

四日市空襲を語り継ぐ 
 「四日市空襲と戦時下のくらし」

博物館・プラネタリウム（☎355−2700　℻355−2704）

第14回

→

一般観覧の募集が始まりました
国体推進課（☎340−0234　℻354−8338）

→ →

展示風景
（３階ロビー）現在投映中のプラネタリウム番組


